
明石市環境審議会「自然環境部会（第 18回）」の報告 

 

１．平成 29 年度の自然環境調査について 

明石市では、「つなごう生きもののネットワーク 生物多様性あかし戦略」の施策の基

礎となる、明石での希少な生物の生息・生育状況をまとめたリストを作成することとし

ている。 

平成 29年度は、過去に実施した自然環境調査結果や、明石市域の生物種に関する文献

の情報を追加・改良を行うことで、あかしの大切な生きものリスト（仮）の作成の基礎

資料として、「平成 29年度版自然環境調査等データベース」を作成した。その結果、2,264

種の生物の生育、生息を確認、そのうち絶滅危惧種（国又は県レッドリスト等）は 275

種確認できた。一方、外来種（国又は県）は 118種確認された。 

 

 

２．「明石の大切な生きものリスト（仮）」作成について 

平成 30 年度は、「つなごう生きもののネットワーク 生物多様性あかし戦略」に

基づき、希少な野生生物の保護・保全等の施策を実施するため、平成 29 年度版自然

環境調査等データベースで確認された絶滅危惧種に、国や兵庫県のレッドリストでは

掲載がないが、明石市では希少であるとする種を加えたリストを作成し、行政や市民、

事業者等が保護・保全すべき希少な野生生物の種を明らかにする。 

作成後は、普及・啓発や、保護・保全活動に活用していく。 

 

 

３．生物多様性あかし戦略推進会議の進捗状況について 

 明石市では、平成 27 年度より「生物あかし戦略推進会議」を開催している。前回

の自然環境部会開催以降、４回の会議、１回の先進事例視察会、1回の希少種保全作

業を実施したので、事務局より進捗状況の報告を受けた。 
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